
平
成
二
十
六
年
十
月
八
日
提
出

質

問

第

一

八

号

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
お
け
る
海
上
保
安
庁
の
違
法
で
過
剰
な
警
備
行
動
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

18



キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
お
け
る
海
上
保
安
庁
の
違
法
で
過
剰
な
警
備
行
動
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
お
け
る
海
上
保
安
庁
及
び
海
上
保
安
官
は
、
「
海
の
警
察
」
「
海
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
お
け
る
米
海
兵
隊
の
た
め
の
新
基
地
（
以
下
、
辺
野
古
新
基
地
と
い
う
）
建
設
を

前
提
と
し
た
ブ
イ
（
浮
標
）
と
フ
ロ
ー
ト
（
浮
具
）
の
設
置
や
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
関
連
作
業
が
、
政
府
権
力
を
総
動
員

し
て
強
行
さ
れ
る
中
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
瓦
解
し
た
。

現
在
、
第
十
一
管
区
海
上
保
安
本
部
（
以
下
、
十
一
管
と
い
う
）
は
、
明
確
な
法
的
根
拠
も
示
さ
ぬ
ま
ま
、
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
で
「
カ
ヌ
ー
隊
」
等
に
よ
る
市
民
ら
の
抗
議
行
動
を
暴
力
的
に
弾
圧
し
、
船
上
に
お
け
る
報
道
機
関
の
取
材

活
動
を
妨
害
す
る
な
ど
過
剰
警
備
に
終
始
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
十
一
管
に
よ
る
警
備
行
動
は
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
、
報
道
・
取
材
の
自
由
に
基
づ
く

正
当
か
つ
合
法
的
な
市
民
ら
の
示
威
行
動
、
報
道
機
関
の
取
材
活
動
を
著
し
く
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
違
法
で
過

剰
な
警
備
活
動
で
あ
る
と
断
罪
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

十
一
管
の
対
応
に
、
私
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
沖
縄
県
民
や
全
国
の
市
民
か
ら
強
い
怒
り
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

今
や
、
「
海
の
警
察
」
「
海
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
で
あ
る
は
ず
の
「
海
保
」
（
カ
イ
ホ
）
は
「
海
賊
」
（
カ
イ
ゾ
ク
）
と
化

一



し
た
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

海
上
保
安
庁
は
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
た
め
の
「
臨
時
制
限
区
域
」
が
設
置
さ

れ
て
以
来
、
全
国
の
管
区
海
上
保
安
本
部
か
ら
多
数
の
巡
視
船
や
巡
視
艇
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
ゴ
ム
ボ
ー
ト
（
以
下
、
ゴ
ム

ボ
ー
ト
と
い
う
）
等
を
同
沿
岸
部
に
集
結
さ
せ
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
反
対
し
、
抗
議
活
動
を
展
開
す
る
市
民
ら
に
よ
る

「
カ
ヌ
ー
隊
」
や
小
型
船
、
報
道
機
関
の
取
材
船
が
立
ち
入
り
制
限
区
域
を
示
す
フ
ロ
ー
ト
に
接
近
し
た
だ
け
で
取
り
締
ま

る
と
い
う
過
剰
規
制
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
十
一
管
が
「
確
保
」
の
名
目
で
「
カ
ヌ
ー
隊
」
を
暴
力
的
に
排
除
し
、
何
ら
の
違
法
行
為
も
し
て
い
な
い

市
民
の
身
柄
を
拘
束
し
、
当
該
カ
ヌ
ー
を
一
時
的
に
没
収
す
る
等
の
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
報
道
機
関
の

取
材
船
に
巡
視
船
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
急
接
近
し
、
写
真
や
動
画
の
撮
影
を
妨
害
す
る
等
の
悪
質
極
ま
り
な
い
威
嚇
行
為
ま
で

繰
り
返
し
て
い
る
。

そ
の
挙
句
、
海
上
保
安
官
が
「
暴
力
」
を
行
使
し
て
「
カ
ヌ
ー
隊
」
の
市
民
を
当
該
カ
ヌ
ー
か
ら
力
尽
く
で
引
き
ず
り
出

し
、
負
傷
さ
せ
る
事
件
ま
で
発
生
し
た
。
被
害
に
遭
っ
た
市
民
は
、
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
致
傷
罪
（
刑
法
第
百
九
十
五

二



条
）
の
容
疑
で
当
該
海
上
保
安
官
ら
を
那
覇
地
方
検
察
庁
名
護
支
部
に
刑
事
告
訴
し
、
受
理
さ
れ
て
い
る
。

い
か
な
る
理
由
で
、
海
上
保
安
庁
は
か
か
る
市
民
ら
の
合
法
的
な
抗
議
行
動
及
び
報
道
機
関
の
取
材
活
動
を
取
り
締
ま
っ

て
い
る
の
か
。
そ
の
法
的
根
拠
を
明
確
に
し
た
上
で
、
過
剰
規
制
（
警
備
行
動
）
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

去
る
八
月
二
十
九
日
、
私
が
十
一
管
を
訪
ね
、
高
橋
博
美
総
括
次
長
に
一
連
の
過
剰
規
制
（
警
備
行
動
）
の
法
的
根
拠
を

質
し
た
と
こ
ろ
、
高
橋
次
長
は
「
法
令
に
つ
い
て
は
説
明
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
繰
り
返
し
述
べ
、
無
責
任
極

ま
り
な
い
回
答
に
終
始
し
た
。

一
方
で
、
去
る
九
月
五
日
、
参
議
院
議
員
会
館
内
で
社
民
党
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議
員
が
主
催
し
た
院
内
集
会
（
行
政
交

渉
）
に
お
い
て
、
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
警
備
課
の
花
村
幸
宏
対
策
官
は
、
一
連
の
過
剰
規
制
（
警
備
行
動
）
が
海
上
保

安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
七
日
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条
に
定
め
る
「
そ
の
他
海
上
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る

事
務
」
に
該
当
し
、
同
法
第
十
八
条
第
一
項
を
根
拠
に
取
り
締
ま
っ
て
い
る
（
花
村
対
策
官
は
「
規
制
措
置
」
あ
る
い
は

「
制
止
活
動
」
等
の
文
言
で
表
現
）
旨
説
明
し
た
よ
う
だ
。

か
か
る
花
村
対
策
官
の
説
明
は
政
府
見
解
と
相
違
な
い
か
、
十
一
管
に
よ
る
取
り
締
ま
り
（
制
止
活
動
）
の
根
拠
条
文
を

明
示
し
た
上
で
答
え
ら
れ
た
い
。

三



な
お
、
法
的
根
拠
が
海
上
保
安
庁
法
第
十
八
条
第
一
項
に
あ
る
な
ら
ば
、
条
文
中
の
ど
の
文
言
に
該
当
す
る
の
か
明
示
し

た
上
で
、
同
項
一
号
乃
至
六
号
の
い
か
な
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
海
上
保
安
庁
作
成
の
平
成
二
十
三
年
一
月
七
日
付
文
書
「
海
上
警
察
権
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
の
国
土
交
通
大

臣
基
本
方
針
」
は
、
「
同
条
第
一
項
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
外
形
上
明
ら
か
で
あ
る
」
と
明
記
す
る
が
、
い
か
な
る
「
外
形

上
」
の
理
由
を
も
っ
て
十
一
管
は
取
り
締
ま
り
（
制
止
活
動
）
の
必
要
性
を
判
断
し
、
行
為
に
踏
み
切
っ
た
の
か
、
具
体
的

に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
に
辺
野
古
新
基
地
建
設
工
事
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
臨
時
制
限
区
域
」
は
、
日
米
地
位

協
定
第
二
条
第
四
項
（
ａ
）
に
基
づ
き
、
日
米
両
政
府
に
よ
っ
て
共
同
使
用
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
同
区
域
内

に
海
上
保
安
庁
法
は
適
用
さ
れ
る
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

適
用
さ
れ
る
場
合
、
米
兵
や
軍
属
ま
た
は
そ
の
家
族
が
同
区
域
内
に
位
置
す
る
ビ
ー
チ
や
沿
岸
で
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
等

を
す
る
姿
が
現
認
さ
れ
て
い
る
が
、
海
上
保
安
庁
法
第
二
条
に
定
め
る
「
そ
の
他
海
上
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
務
」
の

一
環
と
し
て
「
カ
ヌ
ー
隊
」
の
市
民
ら
と
同
様
に
規
制
し
、
取
り
締
ま
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

四



四

海
上
保
安
庁
法
第
四
条
で
い
う
「
海
上
保
安
庁
の
船
舶
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
船
を
指
す
の
か
、
列
挙
さ
れ
た

い
。な

お
、
現
在
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
を
航
行
し
て
い
る
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が
「
海
上
保
安
庁
の
船
舶
」
に
該
当
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
何
と
規
定
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

海
上
保
安
庁
法
第
四
条
第
二
項
は
「
海
上
保
安
庁
の
船
舶
は
、
（
中
略
）
国
旗
及
び
海
上
保
安
庁
の
旗
を
掲
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
立
法
目
的
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
私
が
現
認
し
、
報
道
（
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
や
新
聞
の
掲
載
写
真
）
を
通
じ
て
承
知
す
る
限
り
、
キ
ャ
ン

プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
を
航
行
す
る
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
や
巡
視
艇
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
「
国
旗
」
や
「
海
上
保
安
庁
の

旗
」
を
掲
げ
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

公
道
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ジ
ン
と
呼
ば
れ
る
動
力
機
関
を
搭
載
し
な
い
自
転
車
の
運
転
や
歩
行
者
の
通
行
方
法
を

定
め
る
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
五
日
法
律
第
百
五
号
）
の
よ
う
に
、
海
上
や
河
川
に
お
い
て
、
カ
ヌ
ー
や

カ
ヤ
ッ
ク
、
ボ
ー
ト
等
を
操
縦
し
、
航
行
す
る
場
合
の
操
縦
資
格
（
運
転
免
許
）
や
航
行
方
法
を
定
め
る
法
制
度
が
あ
れ

ば
、
そ
の
名
称
を
示
さ
れ
た
い
。

五



七

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
無
人
島
「
長
島
」
内
の
二
か
所
に
「
こ
の
桟
橋
・
灯

台
は
、
海
上
保
安
庁
の
施
設
で
す
。
許
可
の
な
い
使
用
・
立
ち
入
り
を
禁
止
し
ま
す
」
と
書
か
れ
た
看
板
を
海
上
保
安
庁
が

設
置
し
た
日
付
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
看
板
を
設
置
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
と
目
的
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


